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欠下城跡 10B区・10C区全景、発掘調査区の後ろに見えるのは欠下城址（北より）

　　  愛知県新城市

　 欠下城跡
発掘調査遺跡説明会資料
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１．はじめに
　欠下城跡は新城市矢部字欠下に所在する遺跡で、豊川右岸の雁
峰山から南東にのびる丘陵の中腹に位置します。遺跡の標高は約
140m から約 150m で、調査地点は「欠下城址」の北西に位置し、
調査地点の東西の谷が「欠下城址」の周囲を廻っています。
　今回の発掘調査は、第二東海自動車道の建設に伴う事前調査で、
平成 22 年 10 月より調査を行っています。

欠下城跡の調査概要

２．調査成果
　今回の発掘調査により
見つかった遺構と遺物は、
平安時代後半から戦国時
代のもので、掘立柱建物
の柱穴と考えられるもの
が 160 基、土坑６基、溝
5 条、自然流路１条があ
りました。主な遺構を遺
構全体図の中で紹介しま
す。

①戦国時代の土坑
　直径 1.5m 程の大型の土坑で
す。中から焼けた土とともに、
戦国時代の茶釜形羽釜（土器）
と常滑産の甕が出土しました。

②鎌倉時代の掘立柱建物
　西暦 1200 年頃に起こった土石流の跡である自然流路を埋めた後に
は、地面に直接穴を掘って柱を立てる掘立柱建物が造られました。柱
穴の中には、柱が沈まないように、根石を置くものもありました。
　他にも柱穴が確認できたことから、建物が何度も建てられたことが、
わかりました。



図１　遺構全体図（1:250）
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③室町時代の区画溝と掘立柱建物
　幅 5m 程の区画溝が 3 条見つかりました。区画溝の間には、
地山を掘り残した陸橋があり、この陸橋は調査区の南東にある

「欠下城址」の丘陵に登る通路と考えられます。
　また、区画溝の前後に多数の柱穴が掘削されており、掘立柱
建物が何度か建てられました。

④鎌倉時代初頭の自然流路
　と墨書陶器
　調査区東側の沢を埋める、土石流の跡を確
認しました。埋土の黒色土の中には直径 1m
を超えるような巨礫も多数あり、土石流のす
ごさがうかがえます。この堆積中からは、平
安時代後半から鎌倉時代初頭の遺物が出土
し、中には上写真のような墨書が施される陶
器片が見つかりました。

至欠下城址

⑥室町時代の
　墓穴
　長径 1.0m 程の大
型の土坑が見つかり
ました。中から土師
器の小皿 2 点と骨
片が出土したことか
ら、墓穴と推定され
ます。

⑤中世の区画溝
　幅 1m 程の斜面に直行する溝です。溝は鎌
倉時代の柱穴や⑥の室町時代の墓穴がある、
山側を区画する溝でしょうか？
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時代 付近の遺跡
旧石器時代

2,400年前 日本全国で米作りが始まる 大の木遺跡
小さなくにが各地にできる

上ノ川遺跡
タイカ遺跡
石座神社遺跡

２３９年 卑弥呼が中国に使いを送る 断上山10号墳
古墳時代

６４５年 大化の改新 ７０１ ～７０３年

６９４年 藤原宮に遷都
文武天皇の勅使が煙巌山（鳳
来寺山）へ向かう途中、中福
寺（現在の勅養寺）に立ち寄
るこの頃、鳳来寺開山

７１０年 平城京に遷都 石岸遺跡
条里制遺構

７９４年 平安京に遷都
９０１年 （設楽郡を設置）
１１９２年 源頼朝が征夷大将軍になる

南北朝時代
室町時代

織田信忠が天神山に本陣をおく

（欠下）大溝が掘られる

楠遺跡

（欠下）土石流が襲う
（欠下）掘立柱建物が建てられる

（欠下）この頃の土器が最古

縄文時代

戦国時代 １５７５年 長篠・設楽が原の戦い

鎌倉時代

古墳時代

欠下城址とその周辺の歴史

織田信長が極楽寺に本陣をおく

平安時代

日本列島の歴史

弥生時代

飛鳥時代

奈良時代

12,000年前

４．まとめ
　今回の調査地点では、平安時代後半か
ら戦国時代の遺構と遺物が確認でき、比
較的長い期間の連綿とした営みが推定で
きることや、城跡と明確にいえる遺構が
確認できないことから、城跡というより、
10B 区の西丘陵上平坦面に存在した勅養
寺観音堂との関連や、勅養寺の伝承にあ
る中福寺との関係が推定できます。また、
戦国時代の遺構と遺物が確認できたこと
から、「欠下城址」が戦国時代の一時期
に砦などとして利用された可能性が考え
られます。

表１　欠下城跡とこの地域に関わる年表

写真１　作業風景


